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を用いた推定手法として, 相違度法とクラスタリング法を提案する. 相違度法では,2 つの歩行
データの歩行時間の差を相違度として, 相違度が任意の閾値以下となる歩行履歴を基に推定を
行う. しかし, 相違度法では歩行時間を平均化するため, 歩行速度の変化が反映されない問題
点がある. そのため, 歩行区間ごとに類似する歩行履歴を分類するクラスタリング法を提案す
る. これは, 区間ごとに類似する歩行履歴を組み合わせて推定する方法である.  
評価では, 被験者100名に決められた歩行ルートを歩いてもらい収集した歩行データを基に, 
歩行者の目的地への到着時刻を推定し, 誤差を計算し比較を行った.結果として, 相違度法とク
ラスタリング法は従来手法より誤差が小さくなり, 歩行履歴を複数用いて推定することで歩行
速度のばらつきに対応できることがいえた.またクラスタリング法は歩行者の歩行パターンに個
人差がある場合でも, それを考慮した推定が行えることが明らかになった. 
